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太賢の 『梵網経古迹記』 に 関する
一

考察

　　　　　一 元暁 との 関連 を中心 と して
一

李 忠　煥

L 　周知の 通 り， 新羅太賢 （生没 年未 詳）の 『梵 網経 古迹 記』（以下 『古迹記』）は ，

初め て 『梵網経』上 下巻 を註釈 した註釈書で あ る が， その 影響 関係 に関 して 従来

の 研究で は
， 元 暁 （617〜686＞・法蔵 （643〜712）の 影響 ，） と， 勝荘 （生 没年未詳）

・

義寂 （681〜 ？）の 影響 2）の 二 系統が論 じられ て い る．本研究は元暁 ・ 法蔵の 影響 ，

特 に 元暁 との 関係 に注 目 し， 『古迹記』の 戒律観 を元暁の 註釈書か ら検討する．元

暁は
一 心思想 に基づ い て 和諍 と会通の 著述 を した 新羅 を代表す る僧侶 で ある． 元

暁の 『梵網経』 註釈書 と して は ， 『菩薩戒本持犯要記』 （以下 r要記』） と 『梵網経

菩薩戒私記』 （以下 r私記』）が 現 存す る． 『要 記』 は 「梵網戒」・「瑜伽戒」・厂比丘

戒」の 比 較 を通 じて 大乗 の 戒相 を論ずる． 「私記』 は 『梵網経』 の 註釈書 と して ，

現在 は 「十重戒」 まで の 上巻の み が存在す る ，元 暁 も 『梵網経』を
一

乗分 教 と分

類 し， 三 聚戒 を導入 して 犯戒の 判 断 を よ り大乗 的に した が ， 両者は相当に類似 し

た点 を持 っ て い る． 本研 究で は ， こ の よ うな戒律観の 類似点 を比較 し
， 『古迹記』

に見 られ る 元暁 の 影響 を明 らか に した い ，

2． 元暁 と太 賢の 影響関係につ い て吉津宜英は，『大乗起信論』の 太賢疏の 特徴 と

して ， 法蔵の 『大乗起信論義記』 と元暁疏及 び 『大乗起信論別記」 の 引用， 元暁

の
一

心観の徹底 的援用，法蔵の 五 教判の 導入 を主張する。そ して ， 『梵網経』に お

い て は， 上 巻の 華厳的 な説相の 註釈を通 して 元暁 ・法蔵の 融合 をして い る し ， 引

用の 数は 少 ない が ， 元 暁の
一

心 観に基づ い て 「瑜伽戒」 と 「瑜伽戒」 を批判する

法蔵疏 を調停 で きる ように して い る と論ず る 3）．

　吉津の 主張の よ うに ， 太賢は 元暁の
一 心観 を重視 し ， 『古迹 記』で 『梵網経』 と

『華厳経』を
一
体 と して把握 し， 梵網戒 に三 聚戒を導入 させ る円融の註釈を して い

る，こ の よ うな 『古迹記』にお ける元暁の 影響は戒律観で も確認す る こ とがで きる．

　先ず元暁 と太賢 は， 『瓔珞経』 の 戒体論 を用 い て 『梵網経』 に心法戒体説 を認

め ，「心」は仏性種子 と して戒 の 実性 で あ る と論ず る． そ して 太 賢 は，戒 を受 ける
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た め に は必ず大菩提心 の 発心が必要 で あ り，発心 に依 っ て 戒 も永遠 に持続す る と

説 く．

　 六道衆生但解師語，要須先発大菩提心，謂誓定取無上菩提，窮未来際，利楽有情． （T40 ，

　 700a28）

　若不放捨無尽戒願 ， 無有尽犯．無辺戒故 ．由此転生 ，戒亦恒随運運 増長乃 至成仏．猶如

　河水 日夜不停，運運遷流 自到大海．唯除故捨大 菩提心 ．彼既 心尽戒亦尽 故．（T40 ，
　701a13）

　つ ま り， 戒 は大 菩提心 の 発心 に よ っ て生 じて涅槃に導 く方便 なの で あ る ． こ の

よ うな太 賢の 戒律観 は， 元暁の 『要記』 と 『私記』で確認す る こ とがで きる． 元

暁は 『要記』の 冒頭で
， 菩薩戒とは根源 に帰す る た め の 渡 し場 で ある と定義づ け

て い る 。

　菩薩戒者 ，返流帰 源之 大津 t 去邪 就正 之要門也 ．然 邪正 之相易濫 ，罪福 之性 難分 ． （T45，

　 918b6）

　 こ れ は
， 戒 は 絶対的 なもの で は な く， 涅槃へ 至 るた め の

一 つ の 方便 に す ぎない

の で ，戒相に執着 して は ならない こ とを説い て い る の で ある．更 に 『私記』で は ，

戒 を受持する こ とに よ っ て 仏果を得 る こ とがで きる し， こ の 戒は三 聚戒 として 三

聚戒の 徳 目に よっ て 正覚菩提果 に至 る こ とに なる と説 く．

能生仏果者 ， 是 戒家 中功徳義．能防非者，是功徳家中戒義．是故戒家功徳義， 方得能生

仏果．是 因果義 （X38 ，
279b21 ）

此三 聚戒者，律儀戒者，為断徳 目，摂正法戒者，為智徳 目，摂衆生戒者，為恩徳 目，此

三 目故得成三 徳果．故言由此成正覚．合三 徳而為正覚菩提果故． （X38 ， 277a4）

　こ の よ うに両者 は ， 戒 に よ っ て 涅槃 に 至 る こ とが で きる と論 じてい る．そ して
，

元暁 はそ の戒 を三 聚戒 とみ て ，梵網戒 の解釈に 三 聚戒を導入 し， 『梵網経』に
一
切

戒 を含め て い る．
一
方 ， 太賢も 『梵網経』に 三 聚戒 を用 い ， 摂律儀戒 に七 衆戒 を

含め ， 諸戒 は三 聚戒の 義を具 する と論ず る ．

　そ して， 太賢 は 「宗趣」の 説明で ， 「宗」は戒で ， 菩薩 の 修行の 行 と 『梵網経』

の 十重四十八 軽戒で あ り， 「趣 」は帰すべ きとこ ろ で ，
一

切が 空で あるか ら， 性相

や有無の よ うな分別 をして は な らない し ， 執着 もして はな らない と説 く． こ れ は

戒 の 実相 とも関連 して お り， 涅槃の 根本 に な る戒で あるが ， そ の存在 は 発心 の 因

縁 に よ っ て成 り立 っ た もの で ある か ら ， 実際に存在する もの で は な く， 方便 と し

て 存在するの を如実に認識 しなければ な らない の で ある．

如瑜伽云，於空性相有失壊者，便為失壊
一

切大乗．是以 菩薩行六 度時，皆無所得以為 方

便．無所得者即不住道．若唯空有便可得無 ．而復空空故無所得．無所得故三 輪清浄，是
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考察 （李） （9）

名究竟修菩薩行． （T40 ，690a22）

　太賢の こ の よ うな戒の 実相 に関す る説 明は元暁 に も表 れて い る．元暁 は 『要記』

と 『私記』 で ， 戒 は 中道 と して 因縁 に よ っ て 生 ず る が ， 自性 を持 っ て い ない し ，

因縁 に よ っ て 生 じた 戒 は 有 る もの で はな い が ， 兎の 角の よ うに因縁 さえ ない もの

で はない と論ずる． また ，戒が 無い とす れ ば犯戒 は しない が ，永遠 に戒 を失 うこ

とに な り， 戒が 有る とす れ ば持戒 はす る が
， 戒 の 実相 に 反する こ とに な る か ら ，

持戒 が即 ち犯戒 に なる と説 く． つ ま り， 戒 は 因縁 に よ っ て 生ずるが ，有無 の 両辺

を離れ て い る 中道の 状態 なの で ， 戒 の 有無 に執着す るの は， 両 方 と も誤 っ た理 解

で ， どち ら も戒 を犯 して 失 うこ とに なる ．

　非有非無者，現戒離辺 中道．論戒体者 ， 従因縁生故，推求於因縁，戒自性不可得故非有．

　従 因縁生戒雖非有，而不 同於兎角無．故言非無． （X38 ，279b7 ）

　若於此 中，依不 是有，見都無者，雖謂無犯，而 永失 戒 ．誹撥戒 之唯事相故，又於此 中，

　依其不無，計是有者，雖日能持，持即是 犯．違逆 戒之如実相故． （T45，
921al7）

　 こ の よ うに元 暁 と太賢は， 戒は涅槃の根本 で ある が， 同時 に 因縁 に よ っ て 生 じ

た中道の 状態で ある か ら ，
こ の よ うな戒の 実相 を誤 っ て 理 解 して 執着す れ ば， む

しろ 涅槃か ら離れ る こ とに なる と論ずる．

　また，仏性につ い て 両者 は，
一

切衆生 に仏性 が あ るが ，煩悩 に よ っ て顛倒 され ，

そ れ を見つ ける こ とが で きない の で ある と述べ
t 「一 切 衆生悉有仏性」を二 門 を通

じて 説 く．先 ず， 太賢は 「宗趣」の 説明で ， 「趣」を 「如来性門」 と 「発趣相 門」

に分 け ， 厂如来性 門」は真如 性 と
一

心
， 「発趣相 門」 は妄念 に よ っ て 顛倒され て 如

来性を見つ ける こ とが で きない 状態で ある と述べ る． そ の た め ，大菩提 心の 発心

を通 じて 苦海 を脱 しな けれ ば な らない と説 く．

所帰趣者亦有二 門．一
如来性門．二 発 趣相 門 E （T40 ，

689cl4）

第二 発趣 門者，如是内有如来性．故聞諸有情 同如来蔵，妄念所飄苦輪無際．生死 大 海誓

為舟糧．不畏其 中所受大苦，発不 可壊 無礙 意楽，謂 大菩提 ． （T40，689c28）

　元暁 も
一
切衆生 は清浄な真如心 を本来持 っ て い るが， 生 滅心 も同時に 持 っ て い

る の で
， 仏性を顕 現す るこ とが で きない の で ある と述 べ る ．

一
切衆生凡有心者，当得阿耨多羅三 藐三 菩提故．凡有心者 ， 有二 種心．謂

一
者真如心 ，

…二 者心生 滅心． ・・衆生皆有如是二 種心。故名
一

切 有心者． （X38 ， 277c4）

こ の よ うに両者 は，発心 を通 じて受戒 を し， 本来内在 してい る仏 性 を発 して涅
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槃 に至 るの を仏道修行 とみ て い る．

3． 以 上 の 検討の ように ， 元暁 と太賢は 『梵網経』 の 註釈にお い て 類似 した 戒律

観をみせ て い る． 先ず ， 戒を浬槃 の根 本 とみ て
， 発心 に よ っ て 受戒で きる と述べ

る ． しか し， 戒 は因縁生 とい う中道の 性格 を持 ち ， 正 しい 菩薩行 を通 じて 涅槃 に

導 く方便 にす ぎない ． したが っ て ， この よ うな戒の 実相 を誤 っ て理解 して 有無 に

執着すれば， どちらも戒を犯 して 涅槃か ら離れる こ とになる と説 く． つ ま り， 戒

さえ も因縁 に よ っ て成 り立 っ た もの な の で ， そ の 存在 に執着す る の は 仏教 を誤解

する こ とに なる の で ある ． そ して ， 両者 は 「一 切衆生 悉有仏性」を二 門 に分 け，

発心 に よる 受戒 を通 じ，煩悩 を除い て 涅槃に至 るの を強調 する．

　こ の よ うに太賢は 『古迹記』で 一心観の み な らず ， 戒律観に おい て も元暁 の 影

響を強 く受 けた と考 え られ る ．

　そ して ， こ の よ うな戒律観 は ，
一

心観 と共 に 『古迹記』 の 大乗的註釈の 根幹に

な っ て ， 『梵網経』の 位置づ けをよ り確固た る もの に した と考え られ る．
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